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論文審査の結果の要旨	
	
	 本博士論文は、光学活性な二座ホスフィン配位子を有する塩素架橋二核イリジウム錯体を触媒として用いたピリジ
ン塩およびイソキノリン塩の触媒的不斉水素化反応による光学活性な環状アミン類の合成法についてまとめた学位論
文であり、内容的に優れた学位論文である。	
	 光学活性な環状アミン類は天然物など様々な生理活性化合物に見られる基本骨格であり、光学活性な環状アミン類
の効率的な合成法の開発は医薬品のシード化合物創成に役立つことから、効率的な合成法の開発を企図した活発な研
究が行われている。中でも、含窒素芳香族化合物の触媒的不斉水素化反応がキラルな環状アミン類を合成する手法と
して最も合理的かつ効率的であるが、基質の芳香族安定化による反応性の低さに加えて、生成物アミンの遷移金属に
対する高い配位力による触媒活性の失活という問題があった。飯室敦弘君はピリジンおよびイソキノリンの塩酸塩を
基質として用いることにより、基質の活性化を行うだけでなく、アミンの塩酸塩が生成することからアミンの金属へ
の配位を防ぐことができ、結果として、触媒の失活を抑えることができることを見出した。これらの結果は従来の含
窒素芳香族化合物の不斉水素化とは一線を画する優れた反応であり、学術的に高い評価を得ている。	
	 飯室君は、第一章においてピリジン類およびイソキノリン類の不斉水素化反応を概観し、研究背景および本博士論
文の概要をまとめている。	
	 第二章において光学活性な二座ホスフィン配位子を有する塩素架橋二核イリジウム錯体を触媒として用い、イソキ
ノリンの塩酸塩を用いた触媒的不斉水素化反応を行うことにより、反応性およびエナンチオ選択性の大幅な向上に成
功した。直截的なイソキノリン類の触媒的不斉水素化を達成した最初の例であり、高い評価を得ている。	
	 さらに、第三章では、多置換ピリジンの塩酸塩およびヨウ化水素酸塩の不斉水素化反応に挑戦し、対応するキラル
なピペリジン類を高ジアステレオ選択性かつ高エナンチオ選択性で得ることに成功した。この方法は	2,6-二置換ピリ
ジン類だけでなく、2,3-二置換ピリジン類、2,3,6-三置換ピリジン類にも適応可能である。	
	 飯室君は、第三章に記載した成果をさらに発展させ、3-アミド-2-アリールピリジンの塩酸塩の触媒的不斉水素化に
より、NK1	受容体拮抗薬類縁体の合成を達成した。(-)-カンファースルホン酸を添加剤として用いることにより	3-ア
ミド-2-アリールピリジンの塩酸塩の不斉水素化が比較的温和な条件で進行し、高ジアステレオ選択的かつ高エナンチ
オ選択的に対応する光学活性な	3-アミド-2-アリールピペリジンを得ることに成功した。	
	 以上の研究成果は、含窒素芳香族化合物の不斉水素化の今後の発展にも繋がる成果であり、博士(理学)の学位論文
として価値のあるものと認める。	
	
	
	
	
	
	
	
